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索　　引

●�本文中の内容については、令和８年５月末日現在の告示・通知等をもとに作成してあり
ます。
●本文中の、A002、B002、C001-3等の番号は、歯科診療報酬点数表の区分番号です。
●�本文中の（略：　）については、「歯科の診療録及び診療報酬明細書に使用できる略称
について」（令和８年３月27日保医発0327第３号）及び「診療報酬請求書等の記載要領
等について」等の一部改正について（令和８年３月27日保医発0327第２号）において規
定されている略称及び略号を表します。
●�本文中の（要届出）の記載については、施設基準届出保険医療機関として届出を行った
場合に算定できることを表します。
●�本書に掲載したレセプト事例の患者名は仮名であり、レセプトの内容とは一切関係あり
ません。なお、医療機関の所在地については、すべて省略してあります。
●�レセプト事例中の薬剤については、『薬価基準点数早見表　令和８年４月版』（社会保険
研究所）に基づき、以下の基準で記載しました。

＊フロモックス錠100mg　100mg　3T
品名 規格・単位 使用量
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第１章　レセプト作成の概要

１．保険医療機関の窓口業務
　保険医療機関では保険診療を行うために、受付窓口で、マイナンバーカードによる電子
資格確認（オンライン資格確認）又は資格確認書による受給資格の確認を行います。
　受給資格の確認後は、その内容を歯科診療録（カルテ）へ記載（若しくは入力）します。
これは、歯科医師法第23条により診療行為に関する事項を歯科診療録に記載する義務があ
り、また、歯科医師法施行規則第22条においても歯科診療録への記載事項の内容が規定さ
れているからです。
　保険医療機関では歯科診療録に基づいて診療報酬明細書（レセプト）が作成され、治療
費の請求が行われます。保険者番号や記号番号等の記載（若しくは入力）誤りや資格喪失
後の受診が発生した場合、請求しても査定や返戻（本編第２章参照）となり、治療費は支
払われません。たとえ事務的な内容であっても、査定や返戻が多く中長期的にわたり改善
傾向のない保険医療機関は、指導監査の対象の一要因と成り得ます。
　このように保険医療機関の窓口業務は、保険診療の基本であり、収益について重要な役
割を担っています。

２．受給資格の確認（療養担当規則第３条）
⑴　マイナンバーカード（オンライン）等により受給資格の確認をします。

（マイナンバーカード見本）

〇〇〇〇
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（資格確認書（例））

健　康　保　険
資格確認書 （被保険者） 年　月　日交付

記号

年　　月　　日
年　　月　　日

性別

番号 （枝番）

氏名
性別
生　年　月　日
資格取得年月日
事業所所在地
事　業　所　名　称

保険者所在地

保険者番号・名称 印

【健康保険資格確認書（例）】
（被保険者）

健　康　保　険
資格確認書 （被扶養者） 年　月　日交付

記号

氏名
性別

被保険者氏名

生　年　月　日
資格取得年月日
事業所所在地
事　業　所　名　称

保険者所在地

保険者番号・名称

年　　月　　日
年　　月　　日

番号 （枝番）

印

（被扶養者）

〇〇都道府県
国民健康保険
資格確認書

年　月　日
年　月　日

有効期限
発効期 日

記号
氏名
生　年　月　日
適用開始年月日
交 付 年 月 日
世帯主氏名
住所
保険者番号

交 付 者 名

年　　月　　日
年　　月　　日
年　　月　　日

負担割合　　割
性別
番号 （枝番）

印

【国民健康保険資格確認書（例）】

⑵　任意継続保険の取り扱い
　健康保険（社会保険）の被保険者期間が２か月以上ある者が資格を喪失したときに手続
をすることによって、２年間は個人で被保険者の資格が継続されます。その場合は任意継
続の資格確認書が発行されます。有効期限に注意します。他の取り扱いについては一般の
資格確認と同様です。

⑶　その他の取り扱い
①　心身障害者医療費助成制度障
　受診の際、障心身障害者医療受給者証及び各種健康保険の資格確認が必要です。
②　ひとり親家庭等の医療親
　受診の際、ひとり親家庭等医療費受給者証及び、各種健康保険の資格確認が必要です。
③　�小児医療費助成事業乳子
　受診の際、乳医療証、又は子医療証及び各種健康保険の資格確認が必要です。
④　�その他の公費負担医療
　資格を証明する各種医療証、手帳、資格証明書等の確認が必要です。
⑤　�生活保護
　福祉事務所からの医療券・調剤券による受給者番号等の確認が必要です。
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３．歯科診療録への記載（療養担当規則第８条）
　歯科診療録第１面の次に掲げる保険医療機関の責務に関する事項に、資格確認書等より
入手した資格情報を記載（若しくは入力）します。記載（若しくは入力）誤りや記載漏れ
が多いので注意が必要です。

⑴　歯科診療録第１面の次に掲げる保険医療機関の責務に関する事項に記載します。

【保険医療機関の責務（歯科診療録第１面）】

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

公費負担者番号

職　　　業 被保険者
との続柄

住　　　所
電話　　　　  局　　　　　　　　 番

生 年 月 日 　　　　年　　　月　　　日生 男・女
受

　
　診

　
　者

氏　　　名

名　　　称

保
険
者

所　在　地 電話　　　　　　局　　　　　　　　番

名　　　称

（
船
舶
所
有
者
）

事
業
所

所　在　地 電話　　　　　　局　　　　　　　　番

資　格　取　得 　　　　　　　　　　 年　　　　 月　　　　 日

被保険者氏名

有効期限 令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日

被
保
険
者
手
帳

被
保
険
者
証

記号・番号

保 険 者 番 号

・　　　

歯　科　診　療　録

（枝番）

明
大
昭
平
令

昭和
平成
令和

① ③

②

①　公費併用の場合は公費負担者番号、公費負担医療の受給者番号
②　受診者氏名・生年月日・性別・住所・電話・職業・続柄
③　�保険者番号・記号及び番号（枝番）・有効期限・被保険者氏名・資格取得年月日・事
業所名称・保険者所在地・電話・保険者名称
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⑵　歯科診療録第１面の次に掲げる保険医の責務に関する事項に記載します。
【保険医の責務（歯科診療録第１面）】

1 212

下

上
・
外
上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

〔主　訴〕その他摘要 ⑪

1

A
B

C
D

E

2
3
4

5

6

7

8

1

A
B

C
D

E

2
3

4

5

6

7

8

E 8E8

左右

上部　　　　　位 傷　　病　　名 職
務

開
始

終
了

転
帰

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

7 ― 7
7 ― 7 P2

　　　6 C3急化Pul

6　　　 C2

6

8

5

InC2④

⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩

④　部位欄
⑤　�傷病名欄は明細書の略称病名を用いず正確に記入します（診療録に用いることが出来
る略称は定められています。「第３編第１章の２．」を参照）。

⑥　職務欄では傷病が「業務上」のものか「業務外」のものかを確認後に記載します。
⑦　開始年月日欄には初診日を記載します。
⑧　終了年月日欄には治療完了日若しくは、治療中止日を記載します。
⑨　転帰欄に治療完了時には「治癒」を、治療途中での中止には「中止」と記載します。
⑩　口腔内所見欄は治療着手前の状態を記載します。
⑪　主訴欄は患者の訴えを忠実に、かつ、簡潔に記載します。

⑶　歯科診療録第２面の次に掲げる保険医の責務に関する事項に記載をします。
【保険医の責務（歯科診療録第２面）】

月  日 部　　　　位 療　　　　法　・　処　　　　置 点　数 負　担　金
徴　収　額

6
5 初診 272

7 ― 7
7 ― 7 パノラマ 317

スタディモデル

歯周病検査（歯周基本検査） 200⑮

⑯⑭⑬

⑫

⑫　月日欄（診療実日数は月末に月計をする）は診療のつど記載します。
⑬　部位欄
⑭　療法・処置欄
⑮　�点数欄は診療行為別にそれぞれの所定点数が記載されたものを受付において合計し、
１日の合計点を記載します。

⑯　�負担金徴収額欄は徴収金額を記載します。
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一般用レセプト
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加算用レセプト



11第１章　レセプト作成の概要

9

４．レセプトの記載要領
一般事項（令8.3.27　保医発　0327第２号）

⑴用紙の大きさ ……�日本工業規格A列４番とする。ただし、電子計算機により作
成する場合は、A列４番と±６mm（縦方向）、＋６mm、−
４mm（横方向）の差は差し支えないものとする。

⑵�記載した数字等の訂正……�修正液等は使用しない。誤って記載した数字等を＝線で抹消
のうえ正しい数字等を記載する。

　　電子計算機による場合は再出力が望ましい。

⑶�記載に当たっての手書
きの場合の筆記用具

……�黒若しくは青色のインク又はボールペン等を使用する。

⑷�月の途中で、記号番号
等の変更があった場合

……�保険者が同一であれば変更後の記号・番号で提出する。

⑸�月の途中で保険者番号
の変更（保険者変更）
があった場合

……�保険者番号ごとに、それぞれ別の明細書を作成する。

⑹�同一月に入院分と外来
分の請求があった場合

……�入院と外来それぞれにレセプトを作成する。

⑺�摘要欄に記載する内容
が書ききれない場合

……�レセプトと同じ大きさの用紙に、診療年月、医療機関コード、
患者氏名、保険者種別番号、保険者番号、記号・番号を記載
した上、所定内容を記載し、続紙として、当該レセプトの次
に重ね、左上端を貼りつけること。

レセプト提出の時効 ……�社保は診療月の翌月から起算して３年後、国保は３年３月後
となる。

上書き（頭書）
❶　請求年月
　❶―１　診療年月を記載

8    6
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　❶―２　診療月以前の請求（未請求分）

未請求

8    6

❷　都道府県番号　保険医療機関の所在する都道府県番号

13

〈参考〉
都道府県番号表

都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード
北 海 道 01又は51 石 　 川 17又は67 岡 　 山 33又は83
青 　 森 02又は52 福 　 井 18又は68 広 　 島 34又は84
岩 　 手 03又は53 山 　 梨 19又は69 山 　 口 35又は85
宮 　 城 04又は54 長 　 野 20又は70 徳 　 島 36又は86
秋 　 田 05又は55 岐 　 阜 21又は71 香 　 川 37又は87
山 　 形 06又は56 静 　 岡 22又は72 愛 　 媛 38又は88
福 　 島 07又は57 愛 　 知 23又は73 高 　 知 39又は89
茨 　 城 08又は58 三 　 重 24又は74 福 　 岡 40又は90
栃 　 木 09又は59 滋 　 賀 25又は75 佐 　 賀 41又は91
群 　 馬 10又は60 京 　 都 26又は76 長 　 崎 42又は92
埼 　 玉 11又は61 大 　 阪 27又は77 熊 　 本 43又は93
千 　 葉 12又は62 兵 　 庫 28又は78 大 　 分 44又は94
東 　 京 13又は63 奈 　 良 29又は79 宮 　 崎 45又は95
神 奈 川 14又は64 和 歌 山 30又は80 鹿 児 島 46又は96
新 　 潟 15又は65 鳥 　 取 31又は81 沖 　 縄 47又は97
富 　 山 16又は66 島 　 根 32又は82
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❸　「保険種別」等

　❸―１　�社保本人、市町村国保で被保険者（世帯主）又は国保組合被保険者（組合員）

※�「給付割合」欄：国民健康保険の場合、該当する給付割合を〇で囲むか、（　）の中に
給付割合を記載します。

　❸―２　社保家族又は国保の被保険者（その他）

　❸―３　社保家族又は国保の未就学者

　❸―４　公費、単独

1 2

※「２ ２併」は、１種の公費負担医療との併用。「３ ３併」は、２種の公費負担医療との併用。
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　❸―５　前期高齢者で現役並み所得者以外（一般）（８割給付）

※�前期高齢者の療養の給付は、現役並み所得者は７割、現役並み所得者以外（一般）は８
割です。

　❸―６　前期高齢者で現役並み所得者（７割給付）

　❸―７　後期高齢者で現役並み所得者以外（一般）（８割又は９割給付）

3 9

※�後期高齢者の療養の給付は、現役並み所得者は７割、現役並み所得者以外（一般）のう
ち一定以上所得者は８割、それ以外が９割です。

　❸―８　後期高齢者で現役並み所得者（７割給付）

3 9
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❹　「保険者番号」欄

0 6 1 3

1 2 3・4 5 6 7 8 01

　保険者番号、記号・番号及び枝番はカルテより正確に記載します。

❺　「氏名」欄

47
日本　太郎

2    4

　姓名をフルネームで記載します。なお電子計算機の場合は姓と名の間にスペースをとり
ます。生年月日についても省略せず生まれた日まで記載します。

❻　「職務上の事由」欄

0 2

200
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❼　「特記事項」欄

加算

　６歳未満の乳幼児加算、歯科診療特別対応加算又は歯科訪問診療時において加算を算定
している場合はその旨を記載し、電子計算機により作成する場合はコードNo ｢40｣ の記
載も必要です。

❽　「届出」欄

　届出を行っている項目に該当する字句を○で囲みます。
（保険医療機関の届出状況により丸囲み箇所は異なります）

〈補　管〉クラウン・ブリッジ維持管理料の届出を行っている場合
〈歯初診〉初診料の注１に係る院内感染防止対策等の施設基準届出を行っている場合
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傷病名欄の記載例
❶　同一病名は同一歯式にまとめる
〈例１　６C2、２C1、５C3〉

 6
2 5 C

〈例２　４C2単Pul　７C3急化Pul　６C3増Pul〉

4 C Pul7 6

〈例３　56C3慢化Per　４C2急単Per　 口内炎〉

Per　　　　　Stom4 56

〈例４　⑤６⑦ MT　 ７−４ MT　 ７ ７− MT〉

MT5 6 7 7 ― 7
7 ― 4    MT

　例５　５C2”、　３C2単Pul、　５C3急化Pul、〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　　　６C3慢化Per、　７C3処置歯、　 ⑤６⑦ MT、　２１ １２MT

6 Per 5 Pul

2 1 　 1 2MT MT

　　 3 7
5 　　 C

5 6 7

❷　病名の併記

6 Per、WZ 5 P急性発作、GA
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❸　病名の移行

5 C→Pul 5 Pul→Per

❹　同一診療期間内（一連の診療行為の場合）は同一病名

〈例、５Pul にて前月歯内療法完了、当月歯冠形成・歯冠修復〉

5 Pul

❺　歯式の省略

3 ～ 3
3 ～ 3 G 7 ― 5

7 5 ― 7 P 5 ～ 5 MT

❻　ブリッジの病名

〈例１　⑦６⑤ 欠損〉

MT7 6 5

〈例２　⑦６⑤ 欠損　７C2　５C3急化Pul〉

MT 7 C 5 Pul7 6 5

〈例３　５C3処置歯、７健全歯とする〉

MT 5 C7 6 5
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〈例４　75健全歯、５支台歯の歯冠形成中露髄の為抜髄〉

MT7 6 5

〈例５　54間に１歯相当分の間隙〉

    △    MT

間小臼歯1歯分の間隙あり5  4

5   4

〈例６　７近心根部分割抜歯、遠心根を支台とする〉

Per7 MT7 7 6

❼　ブリッジ脱離・再装着

Brダツリ7 6 5

❽　ブリッジ破損・再製作

Br破損7 6 5

Br破損→MT6 5 4
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❾　支台歯の疾患によりブリッジの除去

Per7

FMC除去75

ポンティック除去6Br除去7 6 5

�　有床義歯新製

1  ～  7 MT

�　有床義歯の調整

1  ～  7 PDフテキ

�　有床義歯調整と洗浄（SP）

1  ～  7 PDフテキ、Dul

�　有床義歯内面適合法

1  ～  7 MT（床裏装）

�　有床義歯の修理

1  ～  7 PDハセツ
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�　増歯（追加修理）

1 Per→MT、 1  ～  7 MT（増歯）

1 増歯）1  ～  7 MT（

�　有床義歯修理と内面適合法

〈例１　１−７ 義歯破損、有床義歯内面適合法が同時の場合〉

1  ～  7 PDハセツ、MT（床裏装）

〈例２　１−７ 義歯破損後、有床義歯内面適合法に移行の場合〉

1  ～  7 PDハセツ→MT（床裏装）

�　有床義歯床下粘膜調整処置後に新製

1  ～  7 床下粘膜異常 → MT

�　部位記載を必要としない傷病名
〈例１〉

歯ぎしり

〈例２〉

口内炎
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「診療開始日」欄
❶　保険種別の変更

3

8 6 15

0 6 1 3

1 2 3・4 5 6 7 8

国保より移行

8 6

01

　同月中に保険種別等の変更があった場合、変更日を診療開始日とし「摘要」欄にその旨
を記載します。

「診療実日数」欄
❶　（　日）について

P
7 ― 7
7 ― 7 C1

5
4

5 4

8 6 1

0

1 9 1 3

6 1 3

1 2 3・4 5 6 7

Pul5

8 6

04

　�　第１公費に係るものは、（　）内に記載します。医療保険との実日数が同じ場合は、（　）
内の記載を省略してもかまいません。
　�　公費番号19（原爆一般疾病）は、う蝕症の進行度を記載します。う蝕第１度、第２度
は公費対象外疾病になります。
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❷　公費単独の場合

3

1 2 1 3

8 6

公費負担医療のみの場合の第１公費の診療実日数は（　）内に記載します。

「転帰」欄
❶　治癒の場合

5

8 3 25

8 6

　治療が継続している場合には記載の必要はありません。治癒した場合には「治癒」、死
亡した場合には「死亡」、中止又は転医の場合には「中止」のそれぞれの字句を○で囲み
ます。
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❷　未来院の請求の場合（未請求）

0

8 3 16

患者転勤のため未来院　FMC 8.6.29装着予定

8 6

　歯冠修復物又は欠損補綴物の装着予定日より起算して１月以上経過したにもかかわらず
患者が来院しない場合であって、当該歯冠修復物又は欠損補綴物の請求をする場合は以下
のように記載します。
　①請求月は修復物又は補綴物の製作月とします。
　②診療開始日は初診日を記載して実日数は０日とします。
　③「転帰」欄は「中止」を○囲みします。
　④�摘要欄には未又は未来院と記載し、修復物又は補綴物の種類及び装着予定日及び装着
できなくなった理由を記載します。
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第２章　レセプト点検の概要
　レセプトの作成要領について述べてきましたが、作成したレセプトが出来上がったら提
出前の院内点検を行うことで算定上誤りのないレセプトとして完成します。
　提出したレセプトは審査支払機関で審査（点検）され、誤りがあると、返戻（レセプト
にフセンがついて医療機関に戻ってくること）になったり、減点（第一次審査でレセプト
上で減点されること）されて、増減点連絡表により医療機関に通知されてきます。
　保険医療機関で作成されたレセプトは提出前に院内点検を行った上で、審査支払機関を
経て、保険者（健保組合等）に送られ、支払側として再度審査（保険者点検）されます。
その点検により保険者側からのレセプトの返戻及び減点が発生し、審査支払機関を経由し
て通知されます。

１．傷病名と診療内容からみた点検
　レセプトの内容の点検とは、レセプトの傷病名欄以下の各欄に記載された事項を点検す
ることであり、療養担当規則と点数表の規定に照らして点検することです。すなわち、診
療内容と算定点数の適否の点検ということです。診療内容の適否の判断には医学の専門知
識が必要なので容易ではありませんが、算定点数の点検には医学の専門知識は必ずしも必
要としません。
　まず、算定点数の点検を行うべきです。それには点数表の規定をよく理解していること
が必要ですが、点数表の規定を知らなくてもできる事柄もあります。それは、計算誤りの
点検であり、レセプト上において横計、縦計に誤りがないかを点検することです。またコ
ンピューターにより出力されたレセプトであっても、入力誤りによる回数の算定誤り等も
みられ、やはり点検は必要です。

⑴　給付対象外に注意
　　健康診断の結果、美容医療、その他医療の給付対象外のものをチェックします。
　　�診療の結果、無病であっても、何らかの症状を訴えて診療した場合であれば、給付対
象となります。

　　この場合の傷病名は「○○の疑い」等となります。
⑵　傷病名と診療内容の不一致
　　�レセプトに処置や手術等の請求があるのに、該当する病名がないというケースはよく
みられます。

　　また、指導管理のみで処置等がなく何か月も続いている場合も要注意です。
⑶　診療開始日と診療実日数の確認
　　�診療開始日の記入もれ、診療開始日と診療月及び初診料の算定日が不一致となってい
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ないか、診療実日数と再診料の算定回数の不一致等をチェックします。カルテをみて
当月より前にさかのぼり診療内容を確認することも必要です。保険者には同一患者の
レセプトが初診から治癒まで保存され、縦覧点検が行われていますから院内点検時に
も１枚のレセプトの前後月の診療内容を確認しなければなりません。

２．算定要件からみた点検
　算定点数の誤りは、点数表の規定についての理解不十分によるものが圧倒的に多いとい
えます。
　１．算定単位の誤り
　２．医学管理等の算定誤り
　３．歯内治療における根管数の算定誤り
　４．歯冠形成と歯冠修復の相互関係の誤り
　５．ブリッジの算定要件誤り
　６．有床義歯の維持装置等の算定誤り
　７．病名もれ・病名誤り
　８．病名部位と治療内容の不一致
　以上のような内容の誤りが多くみられます。

　また、歯科には算定単位の定めがあって次のように条件が決められているので注意を要
します。

算定単位について 対象処置等

１口腔につき 口腔内全体で１回のみの算定 機械的歯面清掃処置等

１口腔１回につき 口腔内全体で１回ごとの算定 歯周病処置等

１顎につき 上顎・下顎別々に１回のみの算定が可 線副子等

１顎１回につき 上顎・下顎別々に１回ごとの算定が可 有床義歯床下粘膜調整処置等

１/３顎につき １/３顎ごとに１回のみの算定 スケーリング等

１歯につき １つの歯について１回のみの算定 抜歯手術等

１歯１回につき １つの歯について１回ごとの算定 単純処置
根管貼薬処置等

３．治療の流れからみた点検
歯科診療の場合は、治療の流れによる点検が必要となります。
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治療における疾患は、下表のように大きく５つの疾患に分けることができます。

疾患別診療内容 傷病名（例） 点検

初期う蝕の治療 ４C（C1、C2、C1＂、C2＂）

各疾患で治療内容が異ります。
治療の流れを把握することで点数算定や
治療の内容が理解できます。
治療の流れをみて点検をしていくことが
ポイントになります。

歯髄炎の治療 ７Pul

根尖性歯周炎の治療 ６Per

歯周治療 ７−７
７−７ P

欠損補綴ブリッジ
　　　　有床義歯

⑤６⑦MT
７６４ ５６７ MT

初期う蝕の治療の流れ（C）

・

・

初期
う蝕

C1・C2
単純処置

インレー修復形成 咬合採得印象採得

歯髄保護処置

即時充填形成

歯冠形成

充　填

インレー
装着

歯冠修復C1〞・C2〞

※�歯髄保護処置の直接歯髄保護処置を行った場合は１月以上の経過観察を行った後に歯冠
修復を実施する。
　歯髄保護処置の歯髄温存療法を行った場合は３月以上の経過観察を行った後に歯冠修復を実施する。

C1
う蝕薬物塗布処置　　

初期う蝕早期充填処置

歯髄炎の治療の流れ（Pul）

生　切 歯冠形成 歯冠修復（生活歯）Pul
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1 男　3昭　　33．11．11

59×3

72×1 38×2

90

200

80

3

800

170

200

177

148

100

P7～31 ～ 57
7 ～ 457

  5 （ペリオクリン歯科用軟膏　10㎎ 0.5g　１シリンジ）　50×2P処部位：

5 P 急性発作
8   5  29

5歯 DX　２　　歯物価再　1×3

8    6

事例24

※　歯周ポケット内への薬剤注入（特定薬剤）について
　　歯周病の急性症状時に歯周ポケットに薬剤注入を行った場合は、初診時でも算定できるが、

歯周病処置時に算定するという条件からみて、P処の算定がない特定薬剤は算定できない。
� （歯科点数表の解釈　処置参照）
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（２）歯冠修復
　歯冠修復の種類には、①充填、②金属で修復を行う金属歯冠修復、③非金属で修復を行
う非金属歯冠修復及び④その他（乳歯冠、既製金属冠、小児保隙装置）があります。ここ
では、歯冠修復の種類と材料、装着後の修復物の⑤修理及び⑥維持管理について説明します。
　歯冠修復はそれぞれ、歯冠形成や印象採得・咬合採得を経て歯冠修復が完了します。
　保険診療で認められている歯冠修復は、充填、根面被覆、小児保隙装置（固定式・可撤
式）と次のものに限られています。

金属冠 非金属冠
インレー
前歯の3/4冠
臼歯の4/5冠
全部金属冠
チタン冠

接着冠
レジン前装金属冠
レジン前装チタン冠
乳歯金属冠
既製金属冠

レジンインレー
硬質レジンジャケット冠
CAD/CAM冠
CAD/CAMインレー
乳歯ジャケット冠

①充填
M009　充填（１歯につき）
　◦�充填の「技術料」及び「材料料」により算定する。

１．充填の所定点数（技術料）は、１歯につき、次のように算定する。
　⑴�単純なものとは、隣接面を含まない窩洞に対して行う充填をいう。
　⑵�複雑なものとは、隣接面を含む窩洞に対して行う充填
　　をいう。�
２．充填の材料料は、１窩洞につき、次のように算定する。
　⑴�単純なものとは、隣接面を含まない窩洞に対して行う充填をいう。
　⑵�複雑なものとは、隣接面を含む窩洞に対して行う充填をいう。
３�．填塞材による充填は、材料及び填塞の費用が初期う蝕早期充填処置に含まれる。

　�充填の所定点数（技術料）� 注）研磨に係る費用を含む。
充 填 １ 充 填 ２

歯面処理を行う場合（１歯につき、材料料を除く）充填１以外（１歯につき、材料料を除く）
単純なもの��������� 106（159）単純なもの���������� 59（89）
複雑なもの��������� 158（237）複雑なもの��������� 107（161）
※�（　）内点数は６歳未満の乳幼児又は著しく歯科診療が困難な者の加算後の点数。

　◦�充填の点数は、充填１と充填２に区分される。
　◦�充填１は、歯面処理を行う場合に算定し、それ以外の場合は、充填２により算定する。

隣接面
（複雑なもの）
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　充填材料料及び材料の種類

（
１
窩
洞
に
つ
き
）

充
填
材
料
料

材料� 区分（点） 単純 複雑

歯科充填用材料Ⅰ
⑴複合レジン系 12 31

⑵グラスアイオノマー系
標準型 7 18
自動練和型 8 21

歯科充填用材料Ⅱ
⑴複合レジン系 4 11

⑵グラスアイオノマー系
標準型 3 8
自動練和型 6 17

充填用材料Ⅰ
光重合型複合レジン（複合レジン系）
光重合型充填用レジン強化グラスアイオノマー（グラスアイオノ
マー系）

充填用材料Ⅱ 複合レジン（複合レジン系）
グラスアイオノマーセメント（グラスアイオノマー系）

　◦�充填材料は、１窩洞につき材料の種類により算定する。
　◦�１歯に２窩洞の場合は、それぞれの窩洞ごとに充填材料料を算定する。
　◦�同一歯面に複数の窩洞が存在する場合は、１窩洞として取り扱う。
　◦�歯冠部の唇側歯質が十分に残存している前歯部の失活歯に対して充填を行うに当た
り、歯冠部の破折の防止を目的として、複合レジン（築造用）及びファイバーポスト
（支台築造用）又は複合レジン（築造用）及びスクリューポスト（支台築造用）を併
用した場合は、支台築造「２ 直接法」を算定する。この場合、窩洞形成及び充填を
それぞれの区分に従い算定する。

〔参考〕

　歯の充填面
　◦�単純なもの　隣接面を含まない面（B・L・O・I）
　◦�複雑なもの　隣接面を含む面（M・D）
　　（隣接面とは歯が隣り合っている面をいう。）

�

隣接面
（M・D）
複雑なもの

隣接面
（M・D）
複雑なもの

唇側面（B）
単純なもの

頬側面（B）
単純なもの

咬合面（O）
単純なもの

　歯質くさび状欠損（WSD）
　◦�歯ブラシによる摩耗で、露出歯根面が、「くさび」状にすりへった状態をいう。必要
があれば充填によって硬組織の実質欠損を補う。

　◦�治療はう蝕症の治療に準じて充形等の算定となる。
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レセプト記載上の留意点

〈「補診」の項〉
　◦�欠損補綴物を新たに製作する場合は左欄に、有床義歯修理又は有床義歯内面適合法を
実施した場合は右欄に、点数及び回数を記載する。

〈「その他」欄〉
　◦�歯科技工士連携加算１及び２：加算点数及び回数を記載する。

〈「摘要」欄〉
　◦�補綴時診断料（有床義歯修理を実施した場合に限る）：初回の場合は初診月を除き初
回と記載する。２回目以降の場合は当該装置に係る当該診断料の前回実施年月日を記
載する。

　◦�歯科技工士連携加算１及び２：部位を記載する。ただし「傷病名部位欄」の記載から
明らかに特定できる場合は省略可。

レセプト点検のポイント
１）�有床義歯内面適合法で補綴時診断90点を算定しているもの。
２）�有床義歯の破折修理に算定されているもの。
３）�有床義歯及びブリッジの着手時点ではない時期に算定されているもの。

２）架工義歯（ブリッジ）�

支台装置
ポンティック

支台装置

支台歯

　架工義歯とは、欠損している歯の隣在歯に維持を求め、欠損部
に人工歯を配した義歯のことで、その形態が吊り橋に似ていると
ころから、ブリッジと呼ばれています。取りはずしのできる可動
式のものも製作できますが、一般的には固定装着されたものを製
作します。ブリッジ１装置は、支台装置とポンティックにより構
成されています。ポンティックとはブリッジの人工歯の部分をい
います。
　ブリッジの設計に関しては、「ブリッジについての考え方2007」
（注）により、歯の欠損状況から１装置（支台装置とポンティックの構成）において支台
歯の咬合力の負担能力を判断して支台歯数を定めます。（注・日本歯科医学会による）

90×1

新製の場合 新製以外（有床義歯内面適合法・増歯修理）
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第１章　レセプト作成
（模擬カルテより）

　第２編の第１章・第２章で各診療行為ごとのレセプト作成に関わる留意事項を学んでき
ましたが、第３編では模擬カルテを使用し治療の流れによるレセプト作成の方法をマスタ
ーしましょう。
　この章では模擬カルテを使用して、療法・処置欄より点数算定を行い、レセプトを作成
する練習を行います。略称や摘要欄等記載事項は、本章の「２．」、「３．」も参照してくだ
さい。

１．�歯科疾患における治療の流れ（カルテ例
及びレセプト）

 例１　初期う蝕の治療（C）

 例２　初期う蝕、歯髄炎の治療（Pul　例１）

 例３　歯髄炎の治療（Pul　例２）

 例４　根尖性歯周炎の治療（Per）

 例５　歯周治療（P　例１−１）

 例６　歯周治療（P　例１−２）

 例７　歯周治療（P　例１−３）

 例８　欠損補綴（ブリッジ）

 例９　欠損補綴（有床義歯　例１）

 例10　欠損補綴（有床義歯　例２）



33第１章　レセプト作成

291

①

⑤

⑥

⑭
⑮

⑯

⑲

⑫

⑪

⑰

⑬

⑩

② ③ ④

⑧⑦ ⑨

⑳
⑱

手書き用レセプト
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カルテ例１ 初期う蝕の治療（C）

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

公費負担者番号

職　　　業 被保険者
との続柄

住　　　所
電話　　　　  局　　　　　　　　 番

生 年 月 日
明
大
昭
平
令

　　　年　　　月　　　日生 男・女
受

　
　診

　
　者

氏　　　名

名　　　称

保
険
者

所　在　地 電話　　　　　　局　　　　　　　　番

名　　　称

（
船
舶
所
有
者
）

事
業
所

所　在　地 電話　　　　　　局　　　　　　　　番

資　格　取　得
昭和
平成
令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日

被保険者氏名

有効期限 令和　　　　 年　　　　 月　　　　 日

被
保
険
者
手
帳

被
保
険
者
証

記号・番号

保 険 者 番 号

・

歯　科　診　療　録

部　　　　　位 傷　　病　　名 職
務

開
始

終
了

転
帰

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

上
・
外
　　　年

　月　日

　　　年

　月　日

〔主　訴〕その他摘要

1

A
B

C
D

E

2
3
4

5

6

7

8

1

A
B

C
D

E

2
3

4

5

6

7

8

1

A
B

C
D

E

2
3
4

5

6

7

8

1

A
B

C
D

E

2
3

4

5

6

7

8

左右

上

下

傷　　病　　名
自　　　　　　月　　　　　日

　　　　　日間
至　　　　　　月　　　　　日

年　　　　　月　　　　　日間
自　　　　　月　　　　　日

　　　　　日間
至　　　　　月　　　　　日

業務災害又は通勤災害の疑いがある場合は、その旨

備　　　　　考

労 務 不 能 に 関 す る 意 見
意見書に記入した労務不能期間 意　見　書　交　付 入　　院　　期　　間

0 6 1 3 5 7 8 4

石橋　智彦 石橋　和男

3 9   4  3 2 6

家族

E　　　

　　　C
　　　6

C2

C1

30 2 8

 8
6 8

（枝番） 0 1

〈届出の状況〉
 補管　　歯DX１
 歯初診

カルテ１号用紙
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第１章　口腔内の組織と名称
１．口腔内の組織と名称

（１）歯の名称と歯式
　口を大きく開けると口の中の組織が見えます。口をあけた空間（全体）を口腔といい、
その組織には、歯、歯肉、舌、口蓋、歯槽骨、顎骨等があり、口の中全体を口腔領域とい
います。
　歯の仕組みと働きを理解するために、ここでは組織やそれぞれの名称、その仕組みにつ
いて説明します。
　これらの組織は、それぞれいろいろな働きをしています。

　上顎（じょうがく）とは、上あごのことをいい
ます。口蓋（こうがい）は、上あごの上壁で硬口
蓋（こうこうがい）と軟口蓋（なんこうがい）に
分けられます。
　硬口蓋は、口蓋の前方約2/3を占める硬い骨の
部分でその表面は粘膜で覆われています。軟口蓋
は硬口蓋に続き後方1/3の部分で骨はなく柔らか
い部分をいいます。

　下顎（かがく）は下あごです。
　舌（ぜつ）等の組織から成り立っています。
　口唇（こうしん）は、上唇（じょうしん）と下
唇（かしん）とに分かれますが、上唇は“うわく
ちびる”であり下唇は“したくちびる”のことを
いいます。この口唇と歯肉（しにく）いわゆる“歯
ぐき”ですが、この両者をつないでいる組織が小
帯です。上唇小帯、下唇小帯といいます。

　「歯」のことを医学用語で歯牙（しが）といい
ますが、上顎に永久歯で16本、下顎に16本の歯牙
が萌出します。
　口の中全体をさして１口腔といいます。

上唇

上顎

下顎

上唇小帯

硬口蓋

軟口蓋口蓋垂

舌

下唇

歯肉 歯牙

下唇小帯

口腔内組織図
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【イ】

イ及びロ以外（撮影料）…………………………………… 99
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医科連携訪問加算（歯科訪問診療料）………………… 67, 71
維持管理（歯冠修復）……………………………………… 220
一般名処方加算（処方箋料）………………………… 111, 114
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遺伝性疾患療養指導管理料……………………………… 62
医療機器安全管理料……………………………………… 62
院外処方…………………………………………………… 111
印象採得…………………………………………………… 198
印象採得（歯科矯正）……………………………………… 272
院内処方…………………………………………………… 111
院内製剤加算（調剤技術基本料）………………………… 114
インレー修復形成………………………………………… 195

【ウ】

う蝕歯無痛的窩洞形成加算（歯冠形成）………………… 193
う蝕歯無痛的窩洞形成加算（即時充填形成）…………… 195
う蝕薬物塗布処置…………………………………… 126, 131

【エ】

永久歯の歯根完成期以前及び乳歯加算（生活歯髄切
断）…………………………………………………… 126, 132

栄養情報連携料…………………………………………… 62
エナメル質初期う蝕管理料…………………………… 45, 53
エラスティクス…………………………………………… 275

【カ】

加圧根管充填処置…………………………………… 126, 136
開口訓練…………………………………………………… 123
介護支援等連携指導料…………………………………… 62
外傷性脱臼歯（歯の再植術）……………………………… 171
回復期等口腔機能管理計画策定料……………………… 62
回復期等口腔機能管理料………………………………… 62
開放型病院共同指導料(Ⅰ) ………………………………… 62
開放型病院共同指導料(Ⅱ) ……………………………… 62
外来緩和ケア管理料……………………………………… 62
外来腫瘍化学療法診療料………………………………… 62
外来放射線照射診療料…………………………………… 62
外来リハビリテーション診療料………………………… 62
下顎完全埋伏智歯（骨性）又は下顎水平埋伏智歯加算
（抜歯手術）………………………………………… 171, 172
顎運動関連検査………………………………………… 81, 85
顎関節脱臼非観血的整復術………………………… 171, 179
顎関節治療用装置（口腔内装置）………………………… 127
顎口腔機能診断料…………………………………… 269, 272
顎骨腫瘍摘出術（歯根嚢胞を除く）………………… 171, 176
拡大装置…………………………………………………… 274
架工義歯（ブリッジ）（Ｂｒ）の算定（欠損補綴）…… 234
架工義歯（ブリッジ）（欠損補綴）……………………… 233
仮床試適…………………………………………………… 256
画像診断…………………………………………………… 98
仮着（ブリッジ）…………………………………………… 235
カルテまたはレセプトに使用できる略称……………… 334
患家診療時間加算（歯科訪問診療料）………………… 67, 69
がん患者指導管理料……………………………………… 62
がんゲノムプロファイリング評価提供料……………… 62
看護職員処遇改善評価料………………………………… 280
感根即充……………………………………………… 126, 135
がん性疼痛緩和指導管理料……………………………… 62
間接歯髄保護処置（歯髄保護処置）………………… 126, 129
間接支台装置……………………………………………… 252
感染根管処置………………………………………… 126, 134
がん治療連携管理料……………………………………… 62
がん治療連携計画策定料………………………………… 62
がん治療連携指導料……………………………………… 62

【キ】

機械的歯面清掃処置………………………………… 127, 143
既製金属冠………………………………………………… 216
基本診療料（第１章）……………………………………… 31
休日加算（再診料）………………………………………… 37
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